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Ⅰ　背景と目的
１．心理学教育の現状
　現在，多くの大学が本学同様，心理学を主専攻とする心理学関連学科を設置しており，
関連学科を持たない大学においても教職課程カリキュラムのために教育心理学，さらに教
養科目群に心理学系科目を設置している。そして心理学関連学科は一時のブーム的な様相
は収まっているが，その人気は失われてはいない。また入学後に教養科目の心理学系科目
を受講する人数は他の教養科目と比較してかなり多くなっている（たとえば，本学 2012
年度後期では，その他の講義系教養科目 16 科目が平均 36 人／科目であるのに対し，心理
学系科目は 73 人／科目であった）。
　このような人気の内情を考察してみると，進学に当たって学科目的を適切に理解して進
学してくる学生ももちろんあり，科目選択に際しても科目のおおよその内容は的確に捉え
られていて望ましい関心をもって受講してくれる学生も確かにある。彼らについては従来
同様の教育を行うことができる。しかし，２割から４割程度の学生は「なんとなく」心理
学関連学科へ進学している（大嶽ら，2010）3）といい，同程度の割合の学生が「なんとな
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抄　　録
　心理学を専攻とする学科においても目的意識の希薄な学生は増加している。心理学教育
の方法論，教材などを改善・向上させることで，彼らを含め一般の多くの学生に対して適
切な教育目標を達成し，同時に専門教育を通じて学士力を高めることが求められている。
本研究は，それらの目的に寄与するために，具体的な教材の工夫と活用法を開発する試み
の一環である。本報告では，学習心理学分野で利用できる，記憶材料として見慣れない文
字を用いた「書き取り」課題を「学習曲線」や「学習法」についての教材として使用する
可能性を検討した。さらに，活用法として e-Learning の可能性にも言及した。
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